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症例 報告者 文献mα 報告年 年齢 性 部　　位 経　過 埋伏歯 大きさ 臨床診断 石灰ｻ物
1 正　木 40 1939 上　　　　顎 十 濾胞性歯嚢胞 十
2 正　木 40 1939 下　　　　顎 十 〃
3 中　郷他 51 194218 ♂ 左上顎前歯部 1年 十（匿） 〃
4 伊藤他 25 195713 ♀ 右上顎前歯部 7日 十（4） 鳩卵大 〃 十
5 小　野 56 195817 ♀ 左下顎前歯部 1年5ケ月十（匿） 8．19Q．7x3xL5㎝ 〃 十
6 馬　淵他 39 196011 ♀ 左上顎前歯部 数ケ月 一 小鶏卵大 歯　嚢　胞 十
7 太　田他 55 196028 ♀ 左上顎前歯部 2年 一 示指頭大 濾胞性歯嚢胞 十
8 高　橋他 72 196121 ♀ 左上顎前歯部 6ケ月 ＋（区） 鶏卵大 〃 十
9 高　橋他 72 1961 13 ♂ 右上顎前歯部 5ケ月 十（剤） 〃 〃 十
10 高　橋他 72 1961 20 ♀ 左上顎前歯部 一 栂指頭大 球状上顎嚢胞 十
11 森　他 46 1961 10 ♀ 上顎前歯部 ｝
12 Ishikawa23 196216 ♀ 左上顎前歯部 2週 一 大豆大 十
13 Ishikawa23 196213 ♀ 上顎前歯部 十 十
14 Ishikawa23 196230 ♂ 下顎前歯部 十 十
15 Ishikawa23 1962 18 ♀ 下顎小臼歯部 一
16 篠　藤他 67 196218 ♂ 左上顎小臼歯部 1年 一 鶏卵大 十
17 小　守他 33 1962 18 ♀ 左下顎小臼歯部 2ケ月 十（広） 2．5x2xL5㎝濾胞性歯嚢胞 十
18 滝　川他 76 196414 ♀ 左上顎前歯部 3年 ＋（匿） 小指頭大 十
19 Sh加izu，etaL65 1964 18 ♀ 下顎大臼歯部 十 十
20 黒　田他 35 196521 ♀ 左下顎小臼歯部 1年10ケ月 一 8×7×3㎝1
21 金　子他 28 1965 16 ♀ 左上顎前歯部 3ケ月 十⑬） 小鶏卵大 濾胞性歯嚢胞 十
22 中久喜他 49 196522 ♀ 左下顎小臼歯部 1週 十（頂） 小鶏卵大 〃 十
23 Iwata26 196710 ♀ 右上顎前歯部 1ケ月 十（劃） 大鳩卵大 十
24 Takagi71 196718 ♀ 右上顎1・臼歯部 2年 一 大豆大 十
25 Takagi71 196713 ♀ 右下顎前歯部 2年 十（ユ」） 胡桃大 十
26 Takagi71 196714 ♀ 右下顎前歯部 1ケ月 十（馴） 鶏卵大 十
27 Takagi71 196738 ♂ 左下顎前歯部 9ケ月 十（信） 雀卵大 十
28 三　好他 45 19708 ♀ 右上顎小臼歯部 2ケ月 十（劃） 4×4×3．5㎝cystic@odontoma十
29 中　村他 50 197022 ♀ 左上顎前歯部 6ケ月 一 栂指頭大 顎骨嚢胞 十
30 滝　川他 79 197023 ♀ 右下顎小臼歯部 6ケ月 一 2×2×3．5㎝ 十
31 飯　島他 20 1970 8 ♀ 右下顎前歯部 十⑫） 3×3×3．5㎝
32 松　木他 42 1971 17 ♀ 右下顎前歯部 4年 一
33 枝　他 10 1971 10 ♀ 右上顎前歯部 2ケ月 十（劃） 小鶏卵大 ・adenomatoid盾р盾獅狽盾№?獅奄メ@tum。r十
34 道　他 43 1971 13 ♀ 右下顎前歯部 十（訓） 十
35 道　他 43 1971 16 ♀ 左上顎前歯部 十（匿）
36 今　井他 21 1971 12 ♂
37 今　井他 21 1971 16 ♀
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表3：我国における報告例（皿）
症例 報告者 文献mα 報告年 年齢 性 部　　位 経　過 埋伏歯 大きさ 臨床診断 石灰ｻ物
38 今　井他 21 1971 26 ♀
39 今井井他 21 1971 27 ♀
40 深　谷他 11 1971 23 ♀ 上顎前歯部 10年 ＋⑬） 8×5×3㎝adeno－≠高?撃盾b撃≠唐狽盾高 十
41 田　代他 80 1971 21♀ 栂指頭大 十
42 田　代他 80 1971 23 ♀ 右下顎前歯部 十（m） 鶏卵大 十
43 滝川他 78 19720 ♀ 左下顎小臼歯部 1年 十（圧） 2×2×2㎝濾胞性歯嚢胞 十
44 富　谷他 84 1973 22♀ 右上顎小臼歯部 3ケ月 十（剤） 鶏卵大 十
45 山　田他 85 197317 ♀ 下顎前歯部 十（匿） 濾胞性歯嚢胞 十
46 佐　藤他 60 1974 13 ♂ 右下顎前歯部 10ケ月 十（司） クルミ大 〃 十
47 熊　沢他 36 197410 ♂ 上顎洞内 数日 十（劃） クルミ大 〃 十
48 河　畑他 30 197412 ♀ 上顎前歯部 3週 上顎良性腫瘍 十
49 佐　藤他 61 197515 ♀ 上顎前歯部 3年 十（4） 鳩卵大 含歯嚢胞 十
50 永　井他 48 197524 ♀ 下顎大臼歯部 数年 十（信） 1．5×2㎝歯　牙　腫 十
51 伊　賀他 19 197644 ♂ 下顎前歯部 『 2×1×1．5㎝歯原性嚢胞 十
52 追　田他 59 197617 ♀ 上顎小臼歯 4ケ月 十趣） 25×25×25㎝濾胞性歯嚢胞 十
53 片　浦他 29 197628 ♂ 上顎前歯部 顎　嚢　胞
54 雨　宮他 1 197627 ♀ 下顎前歯部 1年6ケ月 嚢胞性疾患 十
55 雨　宮他 1 197618 ♀ 上顎小臼歯部 含歯嚢胞 十
56 駒　井他 32 1976 下顎大臼歯部 十
57 妹　尾他 62 1976 13♀ 上顎前歯部 数ケ月 ＋⑫） 5×4×3㎝濾胞性歯嚢胞 十
58 滝川他 77 197628 ♀ 左下顎前歯@　小Fヨ歯部 2年 示指頭大 十
59 園　山他 68 197712 ♀ 上顎前歯部 3年 十（剤） 4×3．5×2，5αncalcifyingn〈bntogenic　Cyst十
60 山　城他 86 1977 27♀ 上顎前歯部 2ケ月 十（劃） 5×4×3㎝濾胞性歯嚢胞 十
61 柴　田他 64 197715 ♀ 右上顎前歯部 十（劃） 2×1×0．7㎝
62 松　田他 41 1978 14 ♀ 上顎前歯部 十（．2」） 2×1．3×1．3㎝濾胞性歯嚢胞 十
63 萩　原他 16 197817 ♀ 上顎前歯部 22Xlβ×1石㎝ 〃 十
64 久保田他 34 1978 16 ♀ 下顎前歯部
65 久保田他 34 197814 ♀ 下顎前歯部
66 大　野他 66 1978 9 ♀ 上顎前歯部 7ケ月 十（旦） 25×25×25㎝adenomatoid盾р盾獅狽盾X㎝ic　tumor十
67 高　井他 73 197825 ♀ 右上顎前歯部 5ケ月 十（⑳ 5．5×4×5αn濾胞性歯嚢胞 十
68 武　田他 74 197820 ♂ 左下顎大臼歯 1ケ月 十（信） くるみ大 〃 十
69 北　野他 31 1979 10 ♂ 上顎小臼歯
70 小　川他 54 197914 ♀ 下顎前歯部 2年 十（圧） 濾胞性歯嚢胞 十
71 幸　他 87 197913 ♂ 右上顎小臼歯部 十（劃） 歯系腫瘍 十
72 長谷川他 17 1979 18 ♀ 右上顎前歯@　大臼歯 2ケ月 十（剤） 3×3㎝ 濾胞性歯嚢胞 十73 武　田他 75 19808 ♀ 下顎前歯部 10月 十（厄） 3×3×2．5㎝大顎腫瘍 十
74 自験例 198015 ♀ 左下顎前歯部 3年 十（ぼ） 5×4×3㎝calcifying盾р盾獅煤Bgenic　cyst十
●空欄は本文に記載なし
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表4　我国における報告例のまとめ
①発現年齢
：最少
最高
全体
男性
女性
17．9歳
20．4歳
17．3歳
　　　（71例中）
男性　　　　13　　18．3％
女性　　　　58　　　81．7％
③発症より診断までの経過期間
　　　　　　　6ケ月未満
　　　6ケ月以上1年未満
　　　　1年以上2年未満
　　　　2年以上3年未満
　　　　　　　　3年以上
④発生部位
　　上顎
　　　　　　　前歯部
　　　　　　　小臼歯部
　　　　　　　大臼歯部
　　　前歯部から大臼歯部
　　　　　　　上顎洞
　　下顎
　　　　　　　前歯部
　　　　　　　小臼歯部
　　　　　　　大臼歯部
　　　前歯部から小臼歯部
⑤埋伏歯
　　その種類
　　　　　上顎
　　　　　上顎
　　　　　下顎
犬　歯
側切歯
犬歯歯
上顎第1小臼歯
下顎第1小臼歯
下顎　　中切歯
下顎　　側切歯
下顎第3大臼歯
上顎第2小臼歯
（45例中）
　　19　　42．2％
　　　　　17．8％
　　　　　13．3％
　　　　　11．1％
　　　　　15．6％
（67例中）
　39　　58．1％
　29　　43．2％
　　　　　11．9％
　　　　　　　％
　　　　　　1．5％
　　　　　　1．5％
　　　　　41．9％
　　　　　25．4％
　　　　　　9．0％
　　　　　　6．0％
　　　　　　1．5％
　47
（44歯中）
　　14 31．9％
18．2％
18．2％
9．1％
6．8％
4．5％
4．5％
4．5％
2．3％
の細胞が疎になってエナメル髄様の部分がみられ
ることから，歯原性腫瘍であることは疑う余地が
ないと考えられている．
　腺腔様構造の本態にっいては，これを1種の間
質嚢胞とするもの（Bemier　and　Tieke，1950，3）
Ishikawa　and　Mori，1962，23）Takagi，1967，71）下野
ら，1978）66），実質の変性とするもの（Bhasker，
1964）4）および腫瘍細胞が腺形成能を持つように
分化してできたもの（枝ら，1971）10）などの説があ
る．Takagi（1967）71）や下野ら（1978）66）は電子顕
微鏡的に腺腔内面にbasement　membraneない
しbasal　laminaやhemidesmosomeを認めたこ
とを根拠に間質嚢胞としているが，幸ら（1979）87）
はbasal　lamina，　hemidesmosomeと断定しうる
構造を確認できなかったと述べている．枝ら
（1971）10）の腺形成能分化説は，他の基底細胞が般
子形であるのに腺腔部のみが円柱状であることか
ら間質嚢胞説に疑問をもち，小さい腺腔（この場
合般子形細胞）から次第に大きい腺腔に移行する
像をとらえて考えられたものである．今回の観察
においても，これと同様の所見が得られた．さら
に間質嚢胞に対する疑問として，Ameloblastoma
の間質嚢胞にしばしばみられる毛細血管の残遺
が，今回の症例も含めてadenomatoid　odontoge－
nic　tumorではまったく認められないことであ
る．今回は電子顕微鏡のための材料が得られな
かったが，将来，本腫瘍を電子顕微鏡的に詳細に
観察してみたいと考えている．
　我々の症例についてみると，年齢，性，部位な
どの点で我国の報告例と一致する点が多い．巨は
前医により埋伏歯の診断のもとに抜歯されたとい
われているが，確認は出きなかった．本来　ade’
nomatoid　odontogenic　tumorは単房性を示す傾
向が強いにもかかわらず今回の症例では多房性を
示した事は特異である．
　また本腫瘍は再発傾向が低く，過去の症例報告
の中でも深谷ら（1971）11）の報告が見られるのみで
ある．本症例は前述の如くすでに摘出手術を受け
ているので，本院初診時には再発していたものと
思われる．
　本症例の腫瘍はτF5に及び下顎骨下縁の緻密
質を一層残すのみの大きなものであった．しかし
口腔内からの操作のみで，腫瘍を全摘し，かつ下
顎骨の形態に即した自家腸骨移植をおこない，さ
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らに局部床義歯を装着することにより，機能的に
も，審美的にも十分な回復を得て，予後も良好で
ある．
結 語
　私たちは15歳女性の一4－F“9部下顎に生じた，
Adnomatoid　odontogenic　tumorの1例を経験し
た．本症例は，約2．5年前に前医により13と思われ
る埋伏歯の抜歯と腫瘍または嚢胞の摘出術を受け
ていた．腫瘍は多房性を示しX線像でも小点状の
不透過像を少量認めた．本症例は，再発例であっ
たと思われるがそれを断定することはできなかっ
た．
　口腔内からのみの操作により腫瘍の全摘と腸骨
移植をおこない機能的，審美的回復をおこない，
さらに局部床義歯装着により咀噌機能をも回復さ
せ，約3年を経た今日，予後は良好である．また
我国における74例のAdenomtoid　odontogenic
tumorについて文献的に考察を行なった．
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